
各国報告 ５ ロシアの有機農業

企業が生産を担う新興国
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（１） ロシアの有機農業の概況
① 有機農用地総面積の推移
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・2019年の有機農用地総面積は
67.4万ha。総農用地面積（2億1,549
万ha）に占める割合は0.3％と低い
（FiBL, FAO）。

・実際に農業生産に充てられてい
る総播種面積（7,988万ha）に対す
る割合では0.84％（筆者計算）。

・有機農用地面積は2010年代後半
以降顕著に増加。



（１） ロシアの有機農業の概況
② 主要作物別有機農用地面積の推移
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・有機農用地面積の大部分（2019年
76％）を占める作物は、穀物、油糧種
子、乾燥豆。

・2019年の有機農用地面積は、穀物
24.1万ha、油糧種子21.5万ha、乾燥
豆5.8万ha（FiBL）。

・これら品目は、ロシアでは農業組織
や農民経営（大規模な企業的生産主
体）が生産する品目。

・これら品目は欧州向け加工原料と
の指摘。

資料：FiBL
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（２） ロシア政府の関与
→ 法令等の制度の整備、助成措置
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◇ 有機生産物法（2018年8月3日付けロシア連邦法
第280-FZ「有機生産物及びロシア連邦諸法令の改
正について」：2020年1月1日施行）

○有機生産物生産の適合性認証（法第5条）
【主な認証機関】
オルガニク・エクスペルト（民間）
オルガニク・セルティフィカーツィヤ（民間）
ロスカーチェストヴォ（政府系）

○有機生産物生産者国家統一登録台帳（法第6条）
【総数】 75（2021年12月15日時点）
【内訳】 有限責任会社52、農民経営・個人企業10、

株式会社9、農業生産協同組合2、政府系法人2

＝農業生産者、加工業者等（規模の大きい企業）

GOST 33980-2016「有機生産の
生産物」生産，加工，証票の
表示及び販売に係る規則
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○有機生産物の表示（法第７条）

・ 有機生産物生産の適合性認証（法第5条）を受けた有
機農業生産者 → 生産物の容器等に有機生産物証票
（有機マーク）を表示できる。

・ 有機マークは、2019年11月19日付け連邦農業省令第
634号（2020年1月1日施行）に規定。

○助成措置（法第９条）
・ 有機生産物生産に対する国の支援措置の確保

→連邦及び一部の連邦構成主体において，有機生産者
に対する認証料金の助成、生産資機材の購入費用の助
成等の支援措置。



（３） ロシアの有機農業の特徴
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・ ロシアの有機農用地面積の動向や有機農業に係る法令の整備状況などからは、ロシアで官民ともに有
機農業への取組が本格化したのは2010年代後半以降と考えられる。

・ 有機農業の公的認証を受けている農業生産者は、組織形態や作目から考えると、ほとんどが規模の大
きい企業的な生産主体とみられる。

・ 国内にも都市部の所得水準、教育水準が高い階層を中心とした有機農産物への関心・需要があるが、ま
だ規模は小さく、生産は輸出向けの穀物や油糧種子が中心となっている模様。

・ ロシアは、有機農業については新興国であり、有機農業の性格という面では、消費者と生産者の結びつ
きといった運動的な性格よりも，規模の大きい企業による事業活動としての色彩が強い。
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